
 ◆戸田昌基「府民の会」事務局長は、府知事と京

丹後市長が「安全・安心のめどがついた」というが、防衛

省は、政府として「真摯にかつ万全に対応」という無責任

なもの。「苦渋の決断」といいながら、受け入れに「協

力」表明したことは、政府と一体となって米軍基地設置を

推進することを表明したことに他ならない。地方自治体の

責務は、住民の生命を守ることだと厳しく批判。今後は、

住民や府民にも説明されておらず、われわれ指摘してきた

問題点も追及し、受け入れ表明撤回の対府交渉を強めたい

と報告しました。 

 ◆共産党府会議員団・幹事長・光永敦彦府会

議員は、府知事の「協力」表明は、議会にも府民にも

まともな受け入れの説明ができず、自民党議員への答弁

という形で表明したことからも、府民不在であることは

明らかだ。府民のいのちや安全より、アメリカや政府に

顔を向けるもの。自衛隊の巡回パトロールや電磁波の配

備前後の調査など、「明確な回答をいただいた」として

いるが、沖縄・ヘリの墜落、安全がかって守られたこと

があったでしょうか。私たちの運動の広がりと怒りが

「今後条件が守られない場合には協力撤回も辞さない」

と言わざるを得ない状況をつくっている。撤回するま

で、心ひとつにがんばる決意だと、報告されました。 

◎このニュースを「いいね！」

と思われたら、どんどん拡散

（カクサン）して下さい。 

 9月19日午前、中山京丹後市長がＸバンドレーダの設

備計画に「協力」表明の記者会見をしました。 

 山田京都府知事は、それに呼応するかのように、午後に

開かれた9月府議会における自民党議員の代表質問の答弁

という体裁をとって、受け入れの「協力」を表明しまし

た。 

 この暴挙に対し、「京都に米軍基地はいらない府民の

会」は、『抗議声明』（裏面に掲載）を発表するととも

に、午後5時から府庁正門前で、緊急の抗議行動を開催。

住民・府民の声を無視し、受け入れの表明をした京丹後市

長と京都府知事に抗議のシュプレヒコールを繰り返しまし

た。この行動を緊急に呼びかけたにもかかわらず、50名

を超える府民が駆けつけました。 

 ◆母親連絡会・衣笠洋子事務局長は、いのち

を育む母親として、怒りがふつふつとわいてきた。京

丹後市長は「苦渋の決断」などすべきでない。すっき

り反対すればよいのだ、と語りました。 

 ◆京都総評・辻昌秀副議長は、京丹後市長が米

軍施設を「平和と平和の守りへの真摯な願いが込めら

れている施設」と評価し、京都府知事が「地元の意見

が揃った」というが判断を誤っている。これだけ重大

な問題を「府民だより」に載せず、府民は知らない

し、知らせてていない。電磁波、飛行禁止区域など、

京丹後市の10項目、京都府の概ね5項目も曖昧なまま

で容認しており、安全・安心は確認されていない、と

訴えました。 
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京丹後市長、京都府知事に京丹後市経ケ岬への米軍基地を受け入 

れ表明したことに抗議します 
 

 本日、京丹後市長は午前中おこなった記者会見で、また、京都府知事は開会中

の府議会で自民党の議員の質問に答えて、それぞれ、京丹後市経ヶ岬への米軍

基地受け入れを表明した。京丹後市長は米軍基地のことを一方で「苦渋の決

断」と言いながら「平和と平和の守りへの真摯な願いがこめられている施設」

だと驚くべき評価をした。今回の米軍基地は日本の防衛を口実にした米本土の

核戦争計画のための最前線基地であり、こうした発言は、住民のいのちと暮ら

しを守る地方自治体の首長としては許されない。受け入れ地域の住民の中に不

安や反対の声が高まる中での受け入れ表明は、住民無視もはなはだしく、ま

た、府民に何の説明もなく、意見もまともに聞くこともなく受け入れを表明し

たことに私たちは強く抗議する。 

 両首長は、安全安心が確保される見通しがついたことを受け入れ表明の理由

としてあげている。しかしこれが全くの偽りであることは、沖縄をはじめ日本

全国の米軍基地で発生している犯罪や事件・事故だけを見ても明らかである。

また、両首長が示してきた確認事項〈条件〉についても、その不十分さが住民

から批判されるとともに、京丹後市への防衛省の回答も、「真摯にかつ万全に

対応する」としか述べず、日本政府は米軍には何も言えないという実態を覆い

隠すもので、安全安心の担保とならない。 

 両首長が認めたからといって米軍基地設置が進むわけではない。住民、府民

の理解のない基地設置は許されない。私たちは、引き続き米軍基地設置に反対

してとりくみを進める。 

                               以 上 


